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一過性脳虚血発作の原因の lつに動脈硬化が挙げら

れますが、その危険因子は、高血圧、脂質異常症、喫煙、

肥満、糖尿病、痛風、ストレス、運動不足、遺伝的素

因と様々です。これらの改善に向けた食事や生活が大

切です。

椿栄養管理室長

国立病院機構熊本医療センタ一発行｜

一過性脳虚血発作
について

水仙

スイセン属（ぞく、学名：
Narcissus）は、ヒガン
バナ科（クロンキスト体
系ではユリ科）の属のひ
とつ。

この属にはラッパスイモ：雪やニホンズイセンなど色や形の具な

る種や品種が多くあるカl.(Iこの属に含まれるものを総称してスイ

センと呼んでいる。多電話E、冬から春にかけて白や黄の花を咲
かせるものが多い。

動物性脂肪に多く含まれる飽和脂肪酸のとり過ぎ

脂は、コレステロールの過剰摂取となります。植物

油に含まれるリノール酸にはコレステロールの低

下作用があるとされますが、過剰摂取はよくあり

ません。魚類に含まれる脂肪酸（EPA.・DHA）は

血栓予防の効果につながります。

｜ 「くす（棒）」の由求について ｜ 

質

一過性脳虚血発作（脳梗塞）の再発予防には血液が血

管で固まらないようにする、いわゆる血液をサラサラ

にする薬が使われ、このタイプには 2種類の薬があり

ます。

1 
アスピリン（バイアスピリン錠）、シロスタゾール（プ

レタールOD錠）、クロピドグレル（プラピックス錠）、

チクロピジン（ニチステート錠、パナルジン錠）は血

小板の働きを抑えて血の塊を作りにくくする薬で、非

心原性一過性脳虚血発作（心臓由来ではないもの）の

予防に使用されます。

アスピリンは古くからある薬ですが、一過性脳虚血

発作の急性期（発症後 48時間以内）の再発防止に推

奨されています。

チクロピジンは肝機能障害、好中球減少などの重篤

な副作用の発現に注意が必要なため定期的な検査が必

要です。倦怠感や食欲不振、突然の高熱、喉の痛みが

ある場合にはすぐに受診して下さい。

2 
ワルフアリンカリウム（ワーフアリン錠）は血液が

固まって血の塊を作りにくくする薬で、心原性一過性

脳虚血発作（心臓由来のもの）の再発防止に第一選択

で使用されます。ワーフアリン服用中はビタミン Kを

大量に含む納豆やクロレラ食品、青汁などは摂取を控

えて下さい。

邦憲幸薬剤科

し、

際

自分の標準体重を把握し、太りすぎないようにエ

ネルギー量を調整します。

計算法：標準体重（身長×身長×22C体格指数））

×25～ 30kcal/日を目安に算出します。

エネルギー比は 50～ 60%程度とします。

例）ご飯の仲間（カボチャ、イモ類、麺類等）が

重なる場合、主食量は少なくします。

肉・魚類、ダイズ製品、卵、乳製品など良質で動

物性脂肪の少ないものを選びます。肉類の曙好に

かたよっている人では、肉と魚の摂取量を半々か、

やや魚介類を多めにします。

野菜・海藻類を合わせて 350g／日以上を目安に食

物繊維（大豆、ヒジキ、椎茸、切干大根、玄米等）

が不足することのないよう十分摂取します。

実の法療事食養栄
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〈す（棒）は常緑の広葉樹で、熊本城内に多〈見られます。

種々の精油成分を令み、良い香りがします。樟脳をはじめ色々

な薬用成分が抽出されるなど有用な薬用樹でもあります。

また、くすし（薬師）とは、医師のことを指し、〈すしぶみ（薬

師書）は医術に関する書物のことを言います。

本誌はこの「くす」にあやかり、健康な生活を送るために情

報を提供しております。お気軽にお読み下さい。

6g未満を目標とします。塩・醤油・

塩分含有量の多い加工食品やインス

漬物、干し魚、汁料理、外食等控え

日常の生活においても、適度な運動を規則的に取り入

れ、食事面とライフスタイルの改善を行っていきま

しょう。

1日当たり

味噌の量や、

タント食品、

ます。
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国立病院機構熊本医療センター｜

診療科 ｜ 

・総合医療センター 総合診療科、血液内科、呼吸器内科、

糖尿病・内分泌内科、腎臓内科

・消化器病センター 消化器内科

・心臓血管センター 循環器内科、心臓血管外科、

・脳神経センター 脳神経外科、神経内科、

・感覚器センタ一 眼科、耳鼻いん乙う科、皮膚科、

・画像診断・治療センター 放射線科、

・救命救急センター 救急科

・精神神経科、 ・小児科 ・外科 ・整形外科

・リハビリテーション科・泌尿器科・産婦人科

・歯科口腔外科 ・形成外科・麻酔科・病理診断科

＠診療時間 8:30～17:00

＠ 受付時間 8:15～11:00 
＠休診日土・日曜日および祝日

急患はいつでも受け付けます
干860-0008熊本市二の丸 1-5

TE L 096 (353) 6501 （代表）
FAX 096 (325) 2519 

H P http://www.nho-kumamoto.jp/ 

神経内科は、脳、脊髄、末梢神経、骨格筋が障害

される疾患を診断・治療する診療科です。精神科や

心療内科と混同しないようにしてください。もし運

動障害（筋力低下、不随意運動、痘肇）、感覚障害（し

びれなど）、歩行障害、頭痛、めまい、等ありまし

たら当科の受診をお勧めします。

具体的な疾患としては、脳の血管が急に閉塞して

顔・手足の麻庫や言語障害などを生じる脳梗塞、脳

炎や髄膜炎などの中枢神経感染症、パーキンソン病、

多発性硬化症、重症筋無力症、多発筋炎などの神経

難病の他、頭痛、てんかんなども診療しています。

一過性脳虚血発作
について

神経内科医長

田北智裕

一過性脳虚血発作とは・．．

へいそく きょうさく

血管の閉塞や狭窄により脳組織の血流が不足して

脳の機能が働かなくなるも、幸運にも血流が改善し

て復活する状態で、運動麻庫や言語障害、めまい、

しびれなどが一過性に出現する状況のことをいいま
のうこうそく

す。別の表現在用いれば、脳梗塞になりかけた状態

とも言うことができます。

その脳梗塞を含めた脳卒中とは、ある日突然脳に

不可逆的な障害を残すやっかいな病気です。その発

症を予測することは困難ですが、この一過性脳虚血

発作だけは、その発症を高率かつ正確に教えてくれ

る貴重な病態です。

よって、

一過性脳虚血発作に対して適切に予防を行う

ことで、脳梗塞の発症を減らすことができま

す。

一過性脳虚血発作の原因は、 ＼ 
大きく 2つに分けられます。 〉

原因の一つは、動脈硬化です。もともと血管が狭

くなっていたり、閉塞していたりすることで起こる

場合です。予防としては、アスピリンをはじめとす

る抗血小板薬が基本となります。もし頚部血管に高

度の狭窄が認められる場合は、頚動脈内膜剥離術や

頚動脈ステント留置術などの手術が有効な場合もあ

ります。

原因のもう一つは、心臓からの血栓が脳血管を閉

塞する場合です。その原因の多くが心房細動という

不整脈です。予防としては、ワーファリンが用いら

れますが、ワーファリンは抗血小板薬と違って、適

切な投与量がその個人や状況によって変化します。

そのため、定期的な血液検査が必要であり官理が難

しい薬ですが、血液検査をしなくともワーフアリン

と同等の効果が期待できるといわれる薬が、（平成

22年 12月現在）米国やカナダでは既に承認されて

おり、近い将来日本でも使用できるようになると思

われます。

それ以外にも、高血圧や糖尿病、脂質異常症など

は、脳梗塞の危険因子と考えられており、これらを

治療するととも重要です。また、喫煙も脳梗塞の危

険因子であり、禁煙することで内服薬による治療と

同等の効果が得られるともいわれています。

いずれにせよ、運動麻障や言語障害などが出現し

た場合、一旦よくなったからといってそのまま安心

して放置するようなことは決してせずに、できるか

ぎり迅速に、必ず医療機闘を受診するようにお願い

します。


